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タイトルのKlara（クラーラ）は、宮沢賢治の手帳にしるされている
言葉で、エスペラント語で「晴」「暖かい」を意味します。
全農の未来がそして世の中の全てが、明るく晴れやかにという願いが
込められています。

しいたけサンド薄葛がらめ
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料理監修／髙橋ヒサ子
管理栄養士・いわて糖尿病療養指導士

♥材料（2人分）・作り方
●しいたけ煮…しいたけ６個を適量の酒、みりん、しょうゆで煮る
●エビの酒蒸し…エビ２尾に適量の酒と塩を振って蒸す
●ロースハム…厚切り２枚（20g×２）
●スモークチーズ…２片（20g×２）
●帆立貝のムニエル…生食用ホタテ２個に小麦粉をまぶし、バターで焼く
●生ハム…２枚（10g×２）
●グリーンアスパラガス２本…塩少々入れて茹でる
●揚げカボチャ…スライスしたカボチャ40gを油で揚げる
●青菜入り卵焼き…卵１個に青菜20gを混ぜて焼く
●トマト…40g（20g×２）
●シソの葉…２枚
●プリーツレタス…１枚
●葛あん…水で溶いた葛粉に少量の砂糖（好み）を加え、とろ火で煮る。
　　　　　冷めたら、しいたけサンドの上からかける
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特集

JA-SSのお客様満足度向上に
向けた取り組みと今後の
ガソリン販売対応について

北東北エネルギー事業所
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テ
ゴ
リ
ー
で
、
お
客
様
の
満
足
度
を
調
査
し
ま
し
た
。
約

１
４
，０
０
０
名
の
お
客
様
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
比
較
す
る
と
、
全
て
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
満
足
度
が
向
上
し
て
い
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
店
舗
全
体
の
清
潔
感
や
分
か
り
易
い
案
内
表
示
、

ス
タ
ッ
フ
の
明
る
い
対
応
が
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
一
方
で
、
休
憩
室
や
ト
イ
レ
な
ど
室
内
が
汚

れ
て
い
る
と
い
う
ご
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
の

改
善
に
努
め
、
よ
り
多
く
の
お
客
様
に
満
足
い
た
だ
け
る

Ｓ
Ｓ
を
目
指
し
ま
す
。

３
．Ｊ
Ａ
‐
Ｓ
Ｓ
に
お
け
る

　

  

ガ
ソ
リ
ン
販
売
対
応
に
つ
い
て

危
険
物
規
制
に
関
す
る
規
制
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

が
公
布
さ
れ
、
令
和
元
年
７
月
に
発
生
し
た
京
都
府
京

都
市
伏
見
区
の
爆
発
火
災
を
受
け
、
同
様
の
事
案
の
発
生

を
抑
止
す
る
た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
を
販
売
す
る
た
め
容
器
に

詰
め
替
え
る
と
き
は
、「
顧
客
の
本
人
確
認
」「
使
用
目

的
の
確
認
」
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
（
令
和
２
年
２
月

１
日
施
行
）。

顧
客
の
本
人
確
認
に
つ
い
て

ガ
ソ
リ
ン
容
器
へ
の
詰
替
え
販
売
を
行
う
際
に
は
、

運
転
免
許
証
、
も
し
く
は
そ
の
他
の
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類
の
提
示
を
求
め
、
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

本
人
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
書
類
は
、
運
転
免

許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
や
公
的
機

関
が
発
行
す
る
写
真
付
き
の
証
明
書
等
が
あ
り
ま
す
。

｠使
用
目
的
の
確
認
に
つ
い
て

ガ
ソ
リ
ン
容
器
へ
の
詰
替
え
販
売
を
行
う
際
、
お
客

様
に
使
用
目
的
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
こ
の
際
、「
農

業
機
械
器
具
の
燃
料
」「
発
電
機
用
の
燃
料
」
等
の
具

体
的
な
内
容
を
確
認
し
ま
す
。

４
．お
わ
り
に

い
わ
て
Ｊ
Ａ-

Ｓ
Ｓ
チ
ェ
ー
ン
は
、
引
き
続
き
「
安
心
・

安
全
・
満
足
」
を
お
客
様
に
提
供
し
地
域
の
皆
様
に
愛

さ
れ
る
Ｓ
Ｓ
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１
．は
じ
め
に

い
わ
て
Ｊ
Ａ-

Ｓ
Ｓ
（
サ
ー
ビ
ス
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
略
）
チ
ェ
ー
ン
で
は
「
石
油
事
業
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
Ｊ
Ａ
石
油
事
業
が
、
現
在

ま
た
将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
に
発
展
す
る
た

め
の
ビ
ジ
ョ
ン
）」
に
基
づ
き
、
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ

を
中
心
と
し
た
Ｓ
Ｓ
間
の
情
報
共
有
・
相

互
確
認
を
実
現
す
る
た
め
の
「
Ｊ
Ａ-

Ｓ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
Ｓ
Ｓ

統
廃
合
や
、
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
建
設
の
提
案
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
油
外
販
売
（
オ
イ
ル・バッ
テ
リ
ー・

ワ
イ
パ
ー
の
販
売
）
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
域

を
超
え
た
油
外
商
品
の
競
争
販
売
を
実
施

し
、
Ｓ
Ｓ
の
収
支
改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
Ｊ
Ａ-

Ｓ
Ｓ
を
利
用
す
る
お
客

様
の
満
足
度
向
上
に
向
け
て
、
毎
年
６
〜
８

月
に
開
催
し
て
い
る
「
夏
の
ド
ラ
イ
ブ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
と
併
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
お
客
様
満
足
度
の
調
査
・
各
店
舗
の
問

題
点
の
抽
出
と
改
善
を
は
か
って
い
ま
す
。

２
．お
客
様
満
足
度

　

  

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

夏
の
ド
ラ
イ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
併
用
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
全
体
的
な
満
足
度
」

「
清
潔
感
」「
ス
タ
ッ
フ
対
応
」
の
３
つ
の
カ

特集  JA-SSのお客様満足度向上に向けた取り組みと今後のガソリン販売対応について

■アンケート結果

全体的な満足度

清潔感

スタッフ対応
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2018年度 2019年度



♣2月開催予定イベント♣2月開催予定イベント♣2月開催予定イベント

2月5日 営農支援部 第9回TACアグリビジネススクール

2月17日 畜産酪農部 ミルクの達人１Dayセミナー

2月19日 畜産酪農部 岩手県酪農連絡協議会委員会

2月19日 畜産酪農部 岩手県乳質改善大賞表彰式

JA全農いわてからお願いです！

【期間】令和2年2月に実施予定 ※ 詳細が決まり次第JA全農いわてHPにて
お知らせいたします。

番外編

スケジュールは変更になる場合があります

3～5月、野山が乾燥し、風の強い日

も多いため、山火事が起きやすい気象

条件となります。

岩手県内の山火事の主な要因は

『野焼き』です。

大切な岩手の森林を守るためにも、

規則を守り、山火事防止へのご協力を

お願い致します。

『第30回いわて牛枝肉共励会』
最優秀枝肉を『チャンピオン牛』として

期間限定でご提供します！

infomation

令和2年1月22日（水）に開催された「第30回いわて牛枝肉共励会」にて、
最優秀賞を受賞したJA岩手ふるさとの㈱小形畜産出品の枝肉を、純情産地
いわての店『みのるダイニング』にてご提供いたします！
今しか食べれない『チャンピオン牛』の極上のおいしさを、この機会にぜひ

ご堪能ください！

令和元年年産米の
検査概況について

米穀部
米穀推進センター

菊池  満

12
月
10
日
、農
林
水
産
省
が
令
和
元
年
産

水
陸
稲
の
収
穫
量
を
公
表
し
ま
し
た
。
全
国
の

主
食
用
作
付
面
積
は
１
３
７.

９
万
ha
、10
ａ
当

た
り
の
収
量
は
５
２
８
㎏（
１.

７
０
㎜ 
ふ
る
い
目

幅
ベ
ー
ス
）と
な
り
、主
食
用
米
収
穫
量
７
２
６.

１
万
ト
ン
、作
況
指
数『
99「
平
年
並
み
」
』の
見

込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
、東
北
及
び
北
陸
で
は
、全
も
み
数
が

平
年
以
上
に
確
保
さ
れ
、登
熟
も
順
調
に
推
移

し
た
こ
と
に
よ
り
、作
柄
は
平
年
以
上
と
な
り
ま

し
た
。し
か
し
そ
の
他
の
地
域
で
は
、７
月
中
旬

以
降
の
低
温
・
日
照
不
足
や
、そ
の
後
の
台
風
に

よ
る
潮
風
害
・ウ
ン
カ
等
病
害
虫
の
影
響
に
よ
り
、

作
柄
が
平
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

東
北
で
は
、作
況
指
数
１
０
４「
や
や
良
」が

見
込
ま
れ
、岩
手
県
も
作
況
指
数
１
０
３「
や
や

良
」の
見
込
み
で
す
。（
表
１
参
照
）

こ
こ
で
令
和
元
年
産
米
の
農
産
物
検
査
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

農
産
物
検
査
の
概
況（
令
和
元
年
11
月
30

日
現
在
）で
す
が
、全
国
の
水
稲
う
る
ち
玄
米

は
３
９
３
万
ト
ン
が
検
査
さ
れ
、１
等
比
率
が

73.

１
％
と
前
年
同
期
の
81.

２
％
よ
り
８.

１
ポ
イ

ン
ト
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。２
等
以
下
に
格

付
け
さ
れ
た
主
な
理
由
は
、形
質（
心
白
・
腹
白

等
）が
58.

２
％（
前
年
56.

６
％
）、着
色
粒
20.

０
％

（
前
年
13.

８
％
）、整
粒
不
足
16.

０
％（
前
年

22.

３
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

岩
手
県
内
の
令
和
元
年
産
米
の
検
査
の
概

況
は
、水
稲
う
る
ち
玄
米
は
14.

３
万
ト
ン
が
検

査
さ
れ
、１
等
比
率
が
93.

２
％
と
前
年
同
期
の

98.

０
％
よ
り
４.

８
ポ
イ
ン
ト
低
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、２
等
以
下
に
各
付
け
さ
れ
た
主

な
格
付
け
理
由
は
、形
質（
心
白
、腹
白
、そ
の

他
）61.

２
％
、着
色
粒
19.

９
％
、被
害
粒
13.

４
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
２・
表
３
参
照
）

品
質
に
つ
い
て
は
、各
地
域
と
も
適
期
内
に
田

植
え
作
業
が
行
わ
れ
、移
植
後
も
全
般
的
に
気

温
が
高
く
良
好
な
気
象
条
件
で
経
過
し
ま
し
た
。

一
部
地
域
で
気
温
・日
照
時
間
が
平
年
を
下
回
る

期
間
が
あ
り
ま
し
た
が
、７
月
、８
月
に
は
最
高
・

最
低
気
温
と
も
平
年
を
大
き
く
上
回
り
、初
期

登
熟
が
急
速
に
進
み
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、お
お
む
ね
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ

と
か
ら
被
害
粒
や
未
熟
粒
の
発
生
が
少
な
い
も
の

の
、県
南
地
域
で
は
高
温
障
害
の
影
響
か
ら
白
未

熟
粒（
乳
白
粒
、心
白
粒
、腹
白
粒
）の
発
現
が
散

見
さ
れ
、こ
れ
に
よ
る
落
等
が
み
ら
れ
ま
す
。

品
種
別
で
は
、特
に
ひ
と
め
ぼ
れ
に
白
未
熟
粒

が
み
ら
れ
、そ
の
ほ
か
各
品
種
と
も
に
胴
割
粒
が

み
ら
れ
ま
す
。

最
後
に
、令
和
元
年
は
７・８
月
の
高
温
、９
月

以
降
の
台
風
や
大
雨
と
い
う
こ
れ
ま
で
と
は
異

な
っ
た
気
象
条
件
で
の
水
稲
栽
培
と
な
り
ま
し

た
。令
和
２
年
は
ど
の
よ
う
な
気
象
経
過
を
た
ど

る
の
か
予
想
で
き
ま
せ
ん
が
、基
本
技
術
を
し
っ

か
り
励
行
し
て
品
質
の
良
い「
安
全
・
安
心
」な
い

わ
て
純
情
米
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

消
費
者
の
み
な
さ
ん
に
あ
っ
て
は
食
品
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、各
Ｊ
Ａ
登
録
検

査
機
関
及
び
岩
手
県
Ｊ
Ａ
農
産
物
検
査
協
議
会

で
は
、こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た「
純
情
産
地

い
わ
て
」の
信
頼
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
て
い
く
た

め
、今
後
と
も
適
正
か
つ
公
平
な
農
産
物
検
査

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
で
令
和
元
年
産
米
検
査
の
報
告
と
し
ま
す
。

■表-1　作況指数（H27～R元）

全国 東北 北海道 北陸 関東 近畿 九州
岩手 青森 秋田 宮城 山形 福島

元年 99 104 103 106 104 102 105 102 104 101 97 99 86

30年 98 99 101 101 96 101 96 101 90 98 100 98 102

29年 100 99 98 101 99 99 100 100 103 98 99 100 101

28年 103 103 102 104 104 105 103 102 102 107 101 102 101

27年 100 103 105 105 103 103 103 101 104 99 98 100 96

（農林水産省公表資料）

■表-2 元年産水稲うるち玄米の等級比率（11月末日現在）

地域別
検査数量
（トン）

等級比率（％）

１等 2等 ３等 規格外

全国 3,929,110 73.1 22.5 3.1 1.3 

東北 1,325,006 85.7 12.8 0.8 0.7 

全国１位・長野 67,096 95.7 3.9 0.4 0.0 

全国２位・岩手 142,770 93.2 6.3 0.4 0.1 

全国３位・栃木 175,733 93.2 6.0 0.5 0.3 

（参考）　新潟 422,411 36.8 54.1 8.0 1.1 

（農林水産省公表資料）

■表-3 元年産米銘柄別検査数量及び１等比率（岩手県全体11月末日現在）

種類 銘柄
検査数量
（トン）

元年産米
１等比率

30年産米
１等比率

29年産米
１等比率

水稲うるち玄米

ひとめぼれ 99,574 92.5% 97.9% 92.5%

あきたこまち 23,247 96.5% 98.9% 94.4%

いわてっこ 5,457 93.9% 98.1% 90.0%

金色の風 1,352 98.1% 99.9% 97.1%

銀河のしずく 6,637 98.3% 99.4% 98.0%
（農林水産省公表資料）

インフォメーションインフォメーション
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昨年の様子

最優秀賞に輝いた㈱小形畜産の千葉浩二さん（写真真ん中）



営農支援部 次長

山崎　勉

TRY
!

3
日
目
は
、担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
の
参
加
者
が
静

岡
県
内
7
地
域
38
コ
ー
ス
に
分
散
し
、優
良
事
例

の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。本
県
の
Ｔ
Ａ
Ｃ

は
、「
次
世
代
を
担
う
青
年
農
業
者
コ
ー
ス
」に
参

加
し
、4
つ
の
農
業
者
を
視
察
。生
産
・
加
工
か

ら
直
売
施
設
経
営
ま
で
取
り
組
ん
で
い
る「
ア
グ

リ
ッ
チ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
」、花
の
栽
培
研
究
に
熱
心
な

青
年
農
業
者「
安
間
ば
ら
園
」、他
業
種（
教
員
）か

ら
結
婚
を
機
に
お
茶
農
家
と
な
り
新
た
な
ア
イ

デ
ア
で
展
開
す
る「
安
間
製
茶
」、大
規
模
園
芸
農

家
の
経
営
に
Ｉ
Ｔ
機
器
を
駆
使
す
る「
㈱
パ
シ
オ

ス
」と
、意
欲
が
高
い
青
年
農
業
者
と
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

お
わ
り
に

今
回
の
研
修
に
参
加
し
た
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、
『
い

ろ
い
ろ
な
生
産
者
の
お
話
を
通
じ
て
、
全
国
生

産
品
目
は
異
な
る
も
の
の
「
高
い
志
と
高
い
意

Ｊ
Ａ
全
農
い
わ
て
は
、12
月
4
日（
水
）〜
6
日

（
金
）に「
Ｔ
Ａ
Ｃ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。こ
の
研
修
会
は
、県
外
で
の
現
地

研
修
を
と
お
し
て
担
い
手
が
抱
え
る
課
題
の
解
決

の
ヒ
ン
ト
を
学
び
、Ｔ
Ａ
Ｃ
の
活
動
レ
ベ
ル
の
向
上

と
、県
内
担
い
手
の
経
営
改
善
と
地
域
農
業
の
発

展
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

初
日
は
、東
京・大
手
町
の
Ｊ
Ａ
全
農
本
所
に
て
、

全
農
が
目
指
す
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
や
、

営
農
管
理
シ
ス
テ
ム「
Ｚ
–
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」の
今
後
の
展
望

（
人
工
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ「
天
晴
れ
」と

の
連
携
等
）に
つ
い
て
情
報
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

2
日
目
は
静
岡
に
場
所
を
移
し
、「
第
22
回
全

国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
in
静
岡
」に
参
加
し
ま

し
た
。こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
全
国
の
意
欲
あ
る
農
業

の
担
い
手
が
一
堂
に
会
し
、相
互
研
鑽
・
交
流
を

通
じ
て
、農
業
経
営
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
の

認
識
を
深
め
、自
ら
の
経
営
改
善
と
地
域
農
業
・

農
村
の
発
展
を
目
指
す
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。今
回
は
全
国
か
ら
約
2,
0
0
0
名
の
参
加
者

が
集
ま
り
、岩
手
県
の
農
業
者
・
官
公
庁
・
関
連
団

体
か
ら
は
約
1
0
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。皇
室

代
表
で
寛
仁
親
王
妃（
と
も
ひ
と
し
ん
の
う
ひ
）

信
子
殿
下
か
ら
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
他
、優
良

経
営
体
の
表
彰
、青
年
農
業
者
か
ら
の
事
例
発
表

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

欲
」
は
優
良
事
例
農
家
と
し
て
共
通
し
て
い

た
』
「
将
来
の
地
域
農
業
を
担
っ
て
い
く
青

年
農
業
者
へ
の
対
応
は
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
必
要

な
こ
と
。
今
回
、
Ｊ
Ａ
全
農
の
ス
マ
ー
ト
農

業
へ
の
取
り
組
み
や
静
岡
で
の
優
良
な
農
家
の

事
例
を
、
自
身
が
担
当
す
る
担
い
手
農
家
に
も

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
い
」
と
今
後
の
T
A
C

活
動
へ
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
様
子
で
し
た
。

本
会
は
、
今
後
も
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
担
い
手
農
家
と

Ｊ
Ａ
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
、
担
い
手
農
家
の
課

題
解
決
を
図
っ
て
い
け
る
よ
う
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
活

動
を
支
援
し
、
現
場
に
寄
り
添
っ
た
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

↢↥⠪ߣߦᅗ㑵ࠆߔ
営農支援ㇱߩᵴേࠍリポート
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「
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テ
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KLARA vol.847 KLARA vol.84709 08

笑顔がはじける

純
情
む
す
め

活
動
記

＊
全
国
に
ひ
ろ
め
て
い
き
た
い
岩
手
の
魅
力
＊ 2019いわて純情むすめ

千葉唯愛

　

令
和
元
年
12
月
14
日
、
伊
勢
丹
に
て
「
冬
恋
販
促

フ
ェ
ア
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

「
冬
恋
」
は
、
岩
手
冬
恋
研
究
会
の
り
ん
ご
農
家

に
よ
っ
て
、
一
玉
ず
つ
手
塩
に
か
け
て
丁
寧
に
栽
培

さ
れ
た
糖
度
15
度
以
上
、
蜜
入
り
指
数
２.

５
以
上

の
厳
選
さ
れ
た
り
ん
ご
で
す
。
実
際
に
冬
恋
を
半
分

に
き
っ
て
み
る
と
ぎ
っ
し
り
と
凝
縮
さ
れ
た
蜜
が
つ

ま
っ
て
お
り
、
甘
く
て
い
い
香
り
が
切
っ
た
瞬
間
広

が
り
、
と
っ
て
も
と
っ
て
も
美
味
し
い
で
す
。

　

こ
の
日
は
県
外
で
の
販
売
促
進
活
動
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
「
こ
れ
は
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
が
な

い
け
ど
、
何
と
い
う
品
種
な
の
？
」
「
黄
色
の
り

ん
ご
な
の
ね
！
綺
麗
な
色
！
」
と
話
し
か
け
て
い

た
だ
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
そ
の
た
め
、

聞
い
て
い
た
だ
く
度
に
き
ち
ん
と
丁
寧
に
勉
強
し

た
こ
と
を
説
明
し
、
お
す
す
め
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
お
す
す

め
す
る
と
、
「
そ

れ
な
ら
買
っ
て
み

よ
う
か
し
ら
」
と

購
入
し
て
く
だ
さ

る
方
が
多
く
、
そ

の
度
に
と
て
も
嬉

し
く
な
り
ま
し

た
。
実
際
に
試
食

提
供
を
す
る
た
び

「
と
て
も
い
い
香

り
！
」
「
蜜
が
た

く
さ
ん
で
お
い
し

い
ね
」
と
す
ご
く

褒
め
て
い
た
だ
き
、
岩
手
の
り
ん
ご
を
改
め
て
誇

り
に
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
さ
い
子
が
「
り
ん
ご
の
お
姉
さ
ん
！
」

と
声
を
か
け
て
く
れ
た
こ
と
が
何
回
か
あ
り
、
仲

良
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
「
あ

ら
、
岩
手
か
ら
来
て
く
れ
た
の
！
」
と
声
を
か
け
て

く
だ
さ
っ
た
り
し
て
、
幅
広
い
方
々
と
の
交
流
が
で

き
る
の
も
純
情
む
す
め
の
活
動
の
魅
力
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。

　

純
情
む
す
め
の
活
動
が
始
ま
っ
て
か
ら
半
年
。
県
内

県
外
た
く
さ
ん
の
場
所
へ
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
感
じ

る
の
は
、
や
は
り
岩
手
の
素
晴
ら
し
さ
で
す
。
県
内
の

活
動
で
は
、
心
あ
た
た
か
い
地
域
の
方
た
ち
が
、
優
し

く
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
ま
す
。
県
外
の
活
動
で
は
、

い
わ
て
の
魅
力
を
イ
ベ
ン
ト
や
試
食
を
通
し
て
伝
え
、

各
地
の
方
々
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
い
わ
て
純
情
む
す
め
に
な
ら
な
け
れ
ば
経
験
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
残
り
の
半

年
岩
手
の
魅
力

に
つ
い
て
も
っ

と
も
っ
と
学
ん

で
、
よ
り
た
く

さ
ん
の
人
に

伝
え
ら
れ
る
よ

う
、
精
一
杯
活

動
し
続
け
た
い

で
す
。

井
いのうえ

上 恭
きょうのすけ

之介さん
営農支援部　営農技術課

杉
すぎうら

浦 紀
き ほ

穂さん
園芸部　生産販売課

◉趣味・特技　
趣味：激辛を探すこと・食べること。ガチャポン。
特技：水泳・バスケ（現在休止中）

◉現在の担当業務　
実績の取りまとめ、残留農薬の連絡・問合せ、消費宣伝、価格安定事業の業務。

◉これからどんな職員になってみたいか　
１つの考えにとらわれない、柔軟な発想と対応ができる職員を目指します。まずは、自身が担当する業務に向き
合い、知識を身につけ経験を積んでいきたいと思います。

◉その他アピール　
「私に似ている人がいる」というお声を多くいただいております。見たことある顔から親しみやすい顔、次いで信
頼できる顔、最終的には全農の顔となれるように日々邁進します！

◉趣味・特技　
趣味は料理です。今は主にスリランカ料理を研究中です。使うスパイスやハーブが独特な
ので失敗しつつも、段々と仕上がってきています。「鯖のカレー」を完璧に仕上げることを目
標到達点として、日々精進しています！

◉現在の担当業務　
担当業務の一つとして、土壌診断に関する事務を行っております。県内から寄せられる土壌診断申
請の受付や、業務内容の管理を担っています。また、農業ＩＣＴ技術の普及にも携わっております。
今年度は水田圃場への自動給水機設置やドローンのデモ飛行に赴き、先輩職員の補助を務めていました。

◉これからどんな職員になってみたいか　
農家さんが本当に求めていることは何なのか、これを第一に考えられる職員を目指しています。こちらが良いと
思ったものを一方的に押し付けるのではなく、現場で挙がっている声を真摯に受け止め、その問題の解決に尽
力していきたいです。

◉その他アピール　
ダイエット中です。来年には体重を60 kg前半にすべく、ジムに通って汗を流しています！
最近の悩み： 意識していないのに「ゴマスリ」と言われる。持久走で7分しか走れない。写真を撮ると顔がパンパン

JA全農いわてのJA全農いわての全農いわての

純情人純情人
じゅん じょう びと
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JA全農いわては、岩手県スポーツの更なる発展に寄与するため、各種スポーツ大会に特別協賛を行っています。切っても
切り離せない関係にある「食」と「スポーツ」。スポーツに打ち込む全ての人へ、岩手県産の食材でエールを送ります！

●JA全農いわては、スポーツを頑張る全ての人を応援しています！

NEWS WIDE ANGLE

男子の部・女子の部合わせて88
チーㇺが出場。出場チームには、
参加賞として「いわて純情りんご
（10kg）」をプレゼントしました！

鈴木虎鉄主将（写真真ん中）は、「県産食材のパワーで上位入
賞を目指す」と力強く意気込みを見せました。

JAいわて花巻とJA全農いわては、12月10日(火)と12月18日
(水)に、全国大会に出場する黒沢尻工業高校ラグビー部と専修
大学北上高等学校の男子・女子サッカー部に、全国大会での活
躍を祈願し、県産食材と支援金を贈呈しました。
岩手県のスポーツの更なる発展と全国大会出場校の活躍を祈
願し、サッカー・ラグビー2種目の全国大会出場校へ県産食材と
支援金を贈呈するこの取り組みは、2014年から始まり今年で6
回目となります。
今年は、5大会連続となる花園出場を決めた黒沢尻工業高校

ラグビー部と、アベックでの選手権出場は初となる専修大学北上
高等学校男子・女子サッカー部へ本会とJAいわて花巻から「北
上産ひとめぼれ120kg」「いわて純情豚1頭分」と金一封を贈呈
しました。

参加賞として出場チームに「銀河のしずく2kg」をプレゼント！
また決勝戦では、「もぐもぐタイム」として、いわて純情りんご

「冬恋はるか」を食べていただきました！

計113名の卓球少年・卓球
少女が出場しました。各種目
ベスト4入賞者には「いわて牛
サーロインステーキ」など豪華な「いわて牛」商品を贈呈しました。

令和元年11月9日（土）～10日(日)

令和元年12月7日（土）～8日（日）

令和元年12月1日（日）

令和2年1月11(土)～13日（月）

『いわて純情りんご杯』岩手県小学生
バレーボール育成大会

『純情産地いわて杯』  岩手県ミックスダブルス
カーリング選手権大会

『いわて牛カップ』
S-1卓球グランプリ

『いわて純情米選手権』
岩手県ミニバスケットボール交歓大会

令和元年12月10日(火)

男子サッカー部阿部柊斗主将(前列左から2人目)と女子サッ
カー部佐々木玲樺主将（同3人目）が贈呈品を受け取り、選手権
での活躍を誓いました。

令和元年12月18日(水)

専修大学北上高等学校
男子・女子サッカー部贈呈式

●県産食材を食べて目指せ頂点！

黒沢尻工業高等学校ラグビー部贈呈式

　例年、1～2月にかけてのこの時期に驚異の寒さを発揮
する岩手県ですが、今年は暖冬で雪も少なく、比較的暖か
い日が続いていますね。暖かい冬は過ごしやすいですが、
ウィンタースポーツが好きな私にとっては少し物足りない
気もします。今シーズンはまだ1度もスノーボードに行けて
いないので、皆さんからのお誘いをお待ちしております！！

　さて、先月は「いわて純情むすめ」
のInstagramを開設しました（投稿
はまだ少ないですが・・）。これから内
容を充実できるよう頑張りますので、
ぜひぜひフォロー・「いいね！」をお
願い致します！　　　　　　  （毛塚）

ニュースワイドアングルニュースワイドアングル

JA全農いわては、NHKが窓口となって行っている「NHK歳末
たすけあい募金」への寄付を行いました。「NHK歳末たすけあい
募金」への寄付は、JA全農が毎年取り組んでいる社会貢献活動
です。全国の都府県本部が募金活動を行いNHK各局へ寄付をす
ることで、日本国内で支援を必要とする方々への支援活動の一助
となることを目的としています。
本会の県内各事業所や関連会社・本会直営店「銀河食堂」「み

のるダイニング」の店頭など計12か所に募金箱を設置し、職員や
店舗への来店客を対象に募金を呼びかけました。
集まった募金は、12月2日（月）に本会高橋司副本部長から
NHK盛岡放送局の大久保嘉二局長へ贈呈しました。

1月7日（火）～9日（木）県南家畜市場、1月15日(水)～17日
（金）中央家畜市場にて、和牛・和牛子牛の初競りが開催されま
した。初競りに先立ち「初市式」が開催され、1年間の好取引を祈
願しました。
16日（中央家畜市場初競り1日目）に行われた初市式では本会

畠山本部長があいさつを述べ「東京オリンピックが開催される今
年は、多くの外国人が日本に訪れることが予想される。岩手県産和
牛の魅力発信を強化し、更なる普及につなげたい。」と話しました。

令和元年12月2日（月）

令和2年1月7日（火）～9日(木)、15日（水）～17日(金)

NHK歳末たすけあい募金　贈呈式

県南・中央家畜市場初市式

●募金活動で社会貢献！

●1年間の好取引を祈願

贈呈式の様子

鏡開きで2020年の幕開けを祝福

男女合わせて62チームが出場。
1位～3位のチームには、副賞とし

て「ひとめぼれ」合計280kgを贈呈
しました。
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■営農と生活を支援し、元気な産地づくりに取り組みます。
■安全で新鮮な国産農畜産物を消費者にお届けします。
■地球の環境保全に積極的に取り組みます。




